


2

夫
に
優
し
い
町
へ
ま
た
一
歩
。

平
成
5
年
度
の
予
算
が
、
3
月
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
七
十
七
億
二
千
七
百
五
十
五
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

一
〇
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
額
に
し
て
約
七
億
二
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
限
ら
れ
た
お
金
で
、
快
適
な
環
境
つ
く
り
の
ほ
か
福
祉
の
充
実
、

教
育
文
化
の
向
上
な
ど
町
の
将
来
を
考
え
た
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2
1
世
紀
に
向
け
た
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

景
気
の
低
迷
に
よ
る

税
収
の
落
ち
込
み
が
不
安

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
、
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自

主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か

ら
の
支
出
金
、
町
債
　
（
借
入
金
）
　
な
ど

他
か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
自
主
財

源
が
収
入
全
体
の
四
二
・
九
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
の
伸
び
に
期
待

収
入
の
な
か
で
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
町
税
は
、
町
民
税
と
固
定
資
産

税
で
全
体
の
九
二
・
八
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
景
気
の
後
退
を
反
映
し
て
法
人

税
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ

九
・
四
㌫
、
額
に
し
て
約
一
億
九
千
三

百
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

町
税
と
並
ぶ
大
き
な
収
入
源
の
地
方

交
付
税
は
、
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
一

部
を
市
町
村
へ
交
付
す
る
お
金
で
す
。

前
年
度
に
比
較
し
て
十
五
・
七
㌫
増
の

二
十
四
億
七
千
八
百
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

分
担
金
・
負
担
金
は
四
七
・
四
㌫
増

と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
県
支
出
金
は

三
〇
㌫
増
、
国
庫
支
出
金
も
二
〇
・
七

㌫
増
と
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
今
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
老

人
や
身
体
障
害
者
の
施
設
入
所
な
ど
の

事
務
を
町
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
す
。
呵
債
　
（
借
入
金
）
　
は

一
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

町
債
は
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
昨
年
に
比

べ
る
と
一
五
二
二
㌫
の
増
額
で
す
。
堀

川
周
辺
修
景
整
備
や
水
巻
ふ
れ
あ
い
広

場
整
備
な
ど
の
地
域
総
合
整
備
事
業
の

ほ
か
、
小
・
中
学
校
の
大
規
模
改
造
な
ど

の
事
業
費
と
し
て
、
約
五
億
八
千
五
百

万
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
．

う
る
お
い
の
あ
る
町
へ
。

民
生
費
が
全
体
の
約
二
割

私
た
ち
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
支
出
を
み
る
と
、
町
づ
く
り
が
見

え
て
き
ま
す
。
下
水
道
事
業
や
水
巻
駅

前
再
開
発
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

な
ど
の
大
型
事
業
が
控
え
る
中
、
「
う

る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

快
適
環
境
づ
く
り
、
生
活
環
境
の
整
備
、

教
育
文
化
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
、
特
に
目
立

つ
点
と
し
て
「
高
齢
者
福
祉
」
や
「
身

体
障
害
者
福
祉
」
な
ど
に
充
て
ら
れ
る

民
生
費
が
前
年
度
に
比
べ
五
七
・
七
㌫

増
と
大
き
く
伸
び
て
、
全
支
出
の
二

〇
・
八
㌫
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

町
民
の
二
－
ズ
に
こ
た
え
る

新
規
事
業
の
数
々

今
年
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
堀
川

周
辺
修
景
整
備
や
猪
熊
公
民
館
建
設
事
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へ
ぶ

業
の
ほ
か
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
整

備
事
業
、
樋
口
公
園
整
備
事
業
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

着
々
と
進
む

快
適
環
境
の
整
備

継
続
事
業
と
し
て
平
成
二
年
度
か
ら

八
か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
改
良

住
宅
景
観
改
善
事
業
で
は
、
約
二
億
八

千
五
百
万
円
を
投
入
し
快
適
な
居
住
空

間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

人
に
優
し
い
町
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
工
事
を
進
め
て
い
る
明
神
ケ
辻
山
自

然
公
園
と
水
巻
ふ
れ
あ
い
広
場
が
約
二

億
円
を
か
け
今
年
完
成
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
吉
田
公
園
整
備
事
業
や
住
居

表
示
事
務
、
猪
熊
・
机
線
道
路
改
良
事

業
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
は
、
前
年
度

に
比
べ
約
三
・
四
㌫
減
の
九
億
七
千
三

百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
に
行
わ
れ
る
主
な
事
業

は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移
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●ま古の予算．特別会計

町には、一般会計のほかに特定の目的のた

めに設けられた三つの特別会計と、水道事業

のための公営企業会計があります。

これらの特別会計・企業会計は、全町民を

対象とした一般会計と遠い特定の収入を特定

の支出に充てるため、会計ごとの独立採算性

を基本としています。

国民健康保険特別会計

18億5．562万円

下悪習荒事選
書警芋●題教

予想される医療費の増加一老人保健

70歳以上のお年寄りの医療費をまかなうための会計です。

高齢化が進んでいる現在、安心して老後の生活を送れる

ように医療・保健・福祉全般の充実を考えなければなりま

せん。
今後も対象者と医療費の増加が予想されるため、今年度

の予算額は、12．3㌫増の23億6，651万

′■ヽ、

円を見込みました。

支出のうち99．6㌫を占める医療費は、

対象者2，574人、一人当たり91万円を

見込んでいます。
収入は、国民健康保険からの交付金

が65．9㌫で、国が23．5㌫、残りを町と

県で負担しています。

水道事業経営のために設けられた独

立採算制の会計です。

今年の収益的予算額の収入は、前年

度に比べ6．5㌫増の6億5，616万円を

見込んでいます。この収入の大部分は、

皆さんからの水道使用料です。
支出は6億6，545万円で、今年度は928万円の赤字予算
となっています。このうち原水購入費は3億9，019万円で
支出全体の58冶㌫を占めています。
今年度は、総配水量を316万立方㍍、給水戸数11，250戸
で計画しています。

今年は月，250戸に給水

依然苦しレ財政事情一国民健康保険

自営業の人や退職者の医療を給付する会計です。予算額

は18億5，562万円で、前年度に比べ7．9㌫、1億3，555万

円の増となっています。

医療費を支える収入は、保険税と国の支出金、社会保険

からの交付金が主な財源です。今年も前年に引き続き税率

を据え置くことにしました。ただし、

斌課限度額は46万円から4万円の引き

上げで、50万円になりました。

支出のうち94．5㌫は、保険給付費と

老人保健への拠出金が占めていますが、

高齢化にともない今後も老人保健拠出

金の増加が予想されます。
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、もっと身近かに
－身体障害者福祉のし・かり（0－
「心豊かな福祉」を目指して町づくりを進めているな

か、今まで県が行っていた身体障害者の施設入所などの

事務を可が行うようになりました。

今月からシリーズで身体障害者福祉の制度や内容、手

続きなどの一部を紹介していきます。

い
わ
　
埠
役
場
民
生
係
へ

身
体
障
害
者
手
帳
は
、
各
種
の
援
護

を
受
け
る
の
に
必
要
な
も
の
で
す
。
障
害

の
程
度
に
よ
っ
て
区
分
が
あ
り
、
等
級

な
ど
に
よ
っ
て
援
護
の
内
容
が
異
な
り

ま
す
。
●
対
象
者
　
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自

由
、
言
語
機
能
、
平
衡
機
能
な
ど
に

永
続
す
る
障
害
の
あ
る
人
で
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
の
表
に
該
当
す
る
人

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
指
定
医
師
の
診
断
書
　
②
印
鑑

③
写
真
2
枚

※
手
帳
を
受
け
て
い
る
人
で
、
次
の
場

合
は
役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
水
巻
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
】

重
度
の
心
身
障
害
者
の
移
動
手
段
と

し
て
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
・

一
一
級
、
療
育
手
帳
の
Ａ
、
特
定
疾
患

医
療
受
給
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

【
タ
ク
シ
ー
協
会
割
引
制
度
】

身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
す
れ
ば
、

運
賃
メ
ー
タ
ー
の
額
の
一
割
引
き
と
な

り
ま
す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

①
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

②
手
帳
を
な
く
し
た
り
、
使
用
で
き

な
い
ほ
ど
破
損
し
た
と
き

③
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た
り
、
別

の
障
害
が
加
わ
っ
た
と
き

④
障
害
の
回
復
、
死
亡
の
と
き

国民年金の

手続きは

お済み翻ｌ？

国民年金は、すべての人に共通の基礎年金を支

給することにより、老後や障害者になったときな

どの保障を行う制度です。20歳から60歳までの人

は、次のいずれかの被保険者として加入しなけれ

ばいけません。

■手続き・問い合わせは・・・

役場国民年金係まで

Ｊ



転
ば
ぬ
先
の

病
健
診
の
問
診
票
は
届
き
ま
し
た

年
も
5
月
2
7
日
か
ら
成
人
病
健

ま
り
ま
す
。
日
ご
ろ
酷
使
し
て

切
な
か
ら
だ
を
い
た
わ
る
意
味

一
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

1　0
し

⑧
国
境
健

の
対
象
者
と
な
る
の
は
、

の

険
加
入
者

②
国
民
年
金
1
号
者

国
最
畢
金
3
号
者

育
十
歳
以
上
の
社
会
保
険
被
扶
養
者

⑤
生
活
保
護
受
給
者
　
－
　
で
す
。

▽
国
民
年
金
2
号
の
人
で
問
診
票
が
届

い
て
い

人
は
、
年
金
の
手
続
き
が

い
か
役
場
の
年
金
係
ま
で

せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
健
診
は

四
十
歳
な
の
で
し
ょ
う
か

四
十
～
五
十
歳
代
の
壮
年
期
に
な
る

と
高
血
圧
症
、
ガ
ン
、
糖
尿
病
な
ど
と

い
っ
た
成
人
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。こ
う
し
た
成
人
病
は
正
し
く
治
療
せ

ず
に
放
置
し
て
お
く
と
、
し
だ
い
に
悪

化
し
、
ま
た
、
ほ
か
の
臓
器
の
機
能
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
ま
す
。

長
年
つ
き
あ
っ
て
き
た
自
分
自
身
の

か
ら
だ
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
の
が
四
十
歳
で
す
。

今
年
四
十
歳
に
な
る
人
は
、
体
の
チ

ェ
ッ
ク
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
診
は
毎
年

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

人
の
体
は
、
日
々
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
去
年
も
「
異
常
な
し
」
だ
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
今
年
も
異
常
な
し

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
成
人
病
は

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
病
気
が
進
行

す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
い
く
つ
か

の
病
気
を
合
わ
せ
持
つ
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
定
期
的
に
健
診
を

受
け
、
自
分
の
体
の
情
報
を
正
確
に
つ

か
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
異
常
が
あ
れ

ば
、
日
常
生
活
に
気
を
つ
け
、
場
合
に

よ
っ
て
は
治
療
も
必
要
で
す
。
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
結
果
を
自
分
の
健

康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

（

正
常
値
に
は

幅
が
あ
り
ま
す

正
常
値
と
い
う
の
は
、
一
般
に
健
康

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
々
の
年

齢
や
性
別
に
相
応
し
た
平
均
的
な
数
値

で
す
。
さ
ら
に
朝
と
晩
、
季
節
、
そ
の

日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
心
の
状
態
な

ど
に
よ
っ
て
も
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
検
査
を
実
施
す
る
検
査
機
関

や
測
定
方
法
に
よ
っ
て
も
正
常
値
は
異

な
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
毎
年
同
じ
検

査
機
関
で
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
そ
し
て
、
一
つ
一
つ
の
デ
ー
タ
に

一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
総
合
判
断

に
注
目
し
て
生
活
改
善
を
し
た
り
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
覚
症
状
の

少
な
い
成
人
病

疲
れ
や
す
く
な
っ
た
、
食
欲
が
な
い
、

ど

う

き

軽
い
動
博
や
息
切
れ
が
す
る
と
い
っ
た

症
状
だ
け
で
は
、
た
い
し
た
こ
と
は
な

い
と
か
た
づ
け
て
し
ま
い
が
ち
・
・
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し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
症
状
が
、
成

人
病
発
生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

成
人
病
の
引
き
金
と
な
る
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
、
あ
る
い
は
糖
尿
病
や
ガ
ン

な
ど
も
初
期
の
段
階
、
つ
ま
り
そ
の
病

気
の
芽
が
出
始
め
る
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。
成
人
病

の
多
く
は
、
症
状
が
現
れ
た
時
に
は
す

で
に
簡
単
に
は
、
治
療
で
き
な
い
く
ら

い
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
芽
を
い
ち
早
く
見
つ

け
、
つ
み
と
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
健

康
診
断
が
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

成
人
病
予
防
に
は
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
！

○
●

日
本
人
の
3
人
に
2
人
が

三
大
成
人
病
で
死
亡

グ
ラ
フ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

死
亡
原
因
の
六
割
が
ガ
ン
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
の
三
大
成
人
病
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
原
因
を
み

て
も
肝
臓
や
腎
臓
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

成
人
病
が
原
因
で
多
く
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

忘
れ
ず
に
。
健
診
は
病
気
を

発
見
す
る
だ
け
で
す

健
康
診
断
で
異
常
を
見
つ
け
治
療
を

行
っ
た
と
し
て
も
生
活
習
慣
が
そ
の
ま

ま
で
あ
っ
た
な
ら
元
の
も
く
あ
み
。
い

ず
れ
ま
た
同
じ
異
常
を
生
じ
ま
す
。

成
人
病
は
習
慣
病
で
す
。
大
切
な
こ

と
は
受
診
の
結
果
を
生
活
改
善
に
生
か

す
こ
と
で
す
。

受
診
後
の
健
康
管
理
に
反
映
さ
せ
な

け
れ
ば
せ
っ
か
く
の
検
査
結
果
も
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
は
異
常
を
発
見

し
ま
す
が
、
健
康
を
つ
く
っ
て
い
く
の

は
皆
さ
ん
で
す
。

血
液
の
検
査
に

2
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

【
γ
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ
】

γ
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
、
主
に
肝
臓
や
腎
臓
、

す
い膵
臓
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
酵
素
で

す
。
肝
臓
や
胆
道
に
障
害
が
あ
る
と
血

液
中
の
値
が
上
昇
し
て
く
る
の
で
、
Ｇ

Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
同
様
に
肝
臓
病
発
見

の
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
γ
：
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
ア
ル
コ
ー
ル

常
飲
者
で
は
高
値
を
示
す
と
い
う
特
徴

が
あ
る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
肝
臓

障
害
を
見
つ
け
る
指
標
と
な
り
ま
す
。

（

お
酒
を
大
量
に
飲
む
機
会
の
多
い
人
は

く
れ
ぐ
れ
も
こ
の
値
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。γ
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
値
は
ア
ル
コ
ー
ル
を

や
め
る
と
急
速
に
低
下
し
、
二
週
間
で

ほ
ぼ
正
常
化
し
ま
す
。
今
年
の
健
康
診

断
の
際
に
γ
－
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
上
昇
を
指
摘

さ
れ
た
な
ら
、
ま
ず
、
一
～
二
週
間
禁

酒
を
し
て
再
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

【
ク
レ
ア
チ
二
ン
】

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
濃
度
に
よ
っ
て
腎

臓
の
排
泄
機
能
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
が
血
液
中
に
増
加
す
る
と
腎

機
能
が
正
し
く
働
い
て
い
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
各

個
人
で
、
ほ
ほ
〓
疋
で
食
事
や
運
動
な

ど
に
は
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
し
健
診
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら

今
年
も
水
巻
町
で
は
1
1
回
の
集
中
健

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
や
仕
事
な
ど
の
都
合

で
Ｈ
程
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
て

い
た
と
い
う
時
に
は
、
町
内
の
医
療
機

関
で
成
人
病
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
料
金
は
五
百
円
で
す
。

役
場
か
ら
郵
送
さ
れ
た
問
診
票
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■成人病・胃がん・肺がん検診
割8 8 ｇ嗣ＳＳ喜8 8 8ｇ崇案8ｍ監 佃査結果の説明会

斗 5 月27日休） 町　 民　 体　 育　 館 7 月 6 日㈹
② 5 月28日（金

③ 6 月 1 日㈹

南　 部　 公　 民　 館

7 月13日㈹
④ 6 月 2 日（水）

⑤ 6 月10日（杓
7 月27日㈹

⑥ 6 月11日（錮

⑦ 6 月16日（水

中　 央　 公　 民　 館

7 月27日㈹
⑧ 6 月17日（杓

⑨ 6 月26日仕）

8 月10日㈹⑬ 6 月27日（日）

⑪ 6 月28日胴）

料金それぞれ500円
成人病検診の結
果を封書でお送
りする時に、説
明会の日程をお
知らせします。

〔芸漂慧毘’芸豊 富警認 諾 豊 〕

※5月20日までにハガキが着くように返送してください。

7
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4月7日、町内5つの小学校で入学式が行われました。
今年のピカピカの一年生は、385人。

机小学校には62人の新入生。子供たちはみんなコチコチ
に緊張しています。
「この机小学校は、とても楽しいところです。毎日、元

気に学校へ来てください」と、あいさつした校長先生の言
葉でやっと笑顔が戻ってきました。
担任の先生を紹介されたあと、一人ひとり名前を呼ばれ

るたび「バーイ」という元気な声。
あれから一か月、友達いっぱいできたかな。

行楽シーズンです。安全運転を

春の交通安全運動期間中

の4月7日、町民体育館前
の県道で街頭啓発が行われ
ました。通行中の車をとめ、

町の交通指導員と折尾警察
署の皆さんで安全運転を呼
びかけました。
春の行楽シーズンで出か

けることが多いこの季節。
「車に乗ったらシートベル

ト」を忘れずに！

4
月
7
日
、
緊
張
の
一
日
。

－
　
町
内
の
小
学
校
で
入
学
式

注射なんてイヤだ－
－狂犬病の予防接種

「今日は天気もいいし、ご主人とお散歩でルンル
ン気分。でもいつものコースと違うぞ。アレッ、あ

の白衣を着たおじさんは、もしかしたら・…‥
注射はイヤだ－」
町内には約1000頭の犬が飼われています。まだ狂

犬病の予防接種を受けていない犬も多いようです。
予防接種を受けさせるのも愛情のひとつです。忘れ
ている人は最寄りの動物病院へ。

名前は「ふれあい橋」
これオ、らよろしくね

4月20日、猪熊小学校の横を流れる曲川に色鮮やかな橋
が誕生しました。

名前は『ふれあい橋』。この橋ができるまで子供たちは、
車を避けながら歩道のない橋を渡り登下校していました。
でもこれからは大丈夫。
この日、猪熊小学校は新一年生の歓迎遠足。新入生はお

兄さん、お姉さんから手を引かれ、新しい橋を渡って楽し
そうに出かけて行きました。

β
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スポーツの結

遠馴地酌ザツト肝闇は大台

3／28岡垣町民総合グラウンド

遠賀郡4町と中間市、八幡西区から
約200人が参加。冒ごろの練習の成果
を競い合いました。
水巻チームは、優勝、準優勝を含め、
上位10位までに4人が入る大健闘。
入賞者は次のとおりです。
優　勝　蒲田アイ子（猪熊）
準優勝　長江　治巳（吉田一）
6　位　福田　泰輔（吉田団地）
8　位　松村　静子（立屋敷）

川辺太史くん
4年5月5日生まれ

（吉田－）

初
節
句
、
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
。

と
て
も
い
た
ず
ら
で

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

こ
ま
ら
せ
て
い
ま
す
。

元
気
に
育
っ
て
ね
。

潅水香梯ちゃん

4年5月15日生まれ

（猪熊）

か
わ
い
い
笑
顔
を

ふ
り
ま
く
元
気
印
の

香
穂
で
1
す
。

見
て
、
み
て
ー
、

お
産
わ
り
も
上
手
で

し
ょ
，
つ
。

タ

思わずカが入ります南部公民館落成記念芸能大会

「ワッ一、きれいね」と、初めて訪れ
た人たちから思わず言葉がもれてきま
す。

4月12日、一般開放の前日の11日、南
部公民館の落成を記念して、文化連盟に
よる芸能大会が行われました。できたて

ホヤホヤの公民館で行われた最初の催し
に出演者も力が入ります。
使いやすさが自慢のこの公民館、きっ
と連日いろんなサークル活動でにぎわう

ことでしょう。

朗にスマッシュ

人気のテニス教室が4月19日か
ら10回のコースで始まりました。

夏を思わせる強い日差しのなか、
今回の受講生28人が人工芝の緑も

美しいコートの中を所狭しとボー
ルを追いかけていました。

「いい汗かいてます。それに友
達もたくさんできました」と、語
ってくれたのは福島ヤス子さん
（中央区）。
「今回の生徒は上達が早いです

ね」と、コーチの吉田紀郎さんも
太鼓判を押していました。

思い出いっぱいつくろうね。一少年教室始まる－

ノ4月11日、今年度の少年教室が

始まりました。今年の受講生は70
人。開講式のこの日は、明神ヶ辻

山の展望台で昼食をしたあと、そ
れぞれの斑に分かれて規律訓練を

行いました。これは次回から始ま
るキャンプや合宿を楽しく、安全

に行うためです。
学校も学年も違う子供たち、一

年間仲良く頑張ってくださいね。
（や）



健康づくりシリーズ◎

雨
樋
は
大
丈
夫
？

今
年
も
5
月
2
7
日
か
ら
年
に
一
度
の
成
人
病
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。

今
回
は
昨
年
行
わ
れ
た
健
診
の
結
果
で
、
異
常
が
多

か
っ
た
貧
血
と
高
脂
血
症
、
尿
検
査
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
し

1β

異
常
の
ト
ッ
プ
は
貧
血
で

全
体
の
二
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

町
の
健
診
は
、
成
人
病
、
胃
ガ
ン
、

肺
ガ
ン
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い

ま
す
。
成
人
病
健
診
で
は
医
師
に
よ
る

診
察
の
ほ
か
、
血
液
や
肥
満
度
、
血
圧
、

尿
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
検
査
の
結
果
は
約
一
か
月
後

受
け
た
人
全
員
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

こ
の
検
査
結
果
は
、
生
活
の
習
慣
を
軌

道
修
正
し
た
り
、
自
分
の
体
を
知
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
す
。

昨
年
行
わ
れ
た
健
診
で
異
常
値
の
多

か
っ
た
貧
血
、
高
脂
血
症
、
尿
検
査
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
貧
　
血
　
〔
二
五
二
二
㌫
〕

貧
血
に
は
大
き
く
分
け
て
3
つ
の
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ｍ
鉄
分
が
不
足
し
て
い
る
場
合

㈲
骨
髄
が
血
液
を
作
ら
な
い
場
合

㈱
か
ら
だ
の
ど
こ
か
ら
か
出
血
し
て
い

じ

　

い

か

い

よ

う

　

　

　

き

ん

し

ゆ

る
場
合
　
（
痔
・
胃
潰
瘍
・
子
宮
筋
腫

な
ど
）

※
詳
し
く
検
査
を
し
て
原
因
を
は
っ
き

り
と
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
高
脂
血
症
　
〔
二
〇
二
㌫
〕

高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分

（
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
）
　
が

高
い
状
態
を
い
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
体

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
た

ま
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
ひ
き
お
こ

％

● 平 成 4 年

成 人 病 検

（要 ‡

20．1％

ｌ

珍 の

旨導 ・要

5．1％
臼

肝棚 と

結 果

医 療

8．7％
1

割

0．0％

ロ

′

）

6．1％

ｌ遍

30

20

10

25．3％

16．5％；ｌ転
高脂血症

．ｌ

心 臓糖 尿肥 満　 検 尿　 貧 血 高血圧

検
査
結
果
に
使
わ
れ
る

三
つ
の
用
語
と
注
意
点

【
総
合
判
定
の
結
果
】

年 度別 受 診者 状 況

（平成元年度～平成 4年度）

（人）

1，500

1，000

500

1，629人

1，朝6人 1・4妬人

1，374人

十

嶺 哀 感 婆 頴蕪 舜鴫

、を

警　莞讐慧萱　望誓堂

元　　 2　　　 3　　　 4
年　　 年　　 年　　 年
度　　 度　　 度 ．度

し
、
高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

た
ん
ば
く
　
　
せ
ん
け
つ

③
尿
検
査
（
尿
糖
・
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
）

〔
一
六
・
五
㌫
〕

尿
糖
は
糖
尿
病
発
見
の
手
が
か
り
と

な
り
ま
す
。
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
は
腎
臓

ば
う
二
う

や
膀
胱
の
病
気
の
発
見
の
手
が
か
り
と

な
り
ま
す
。
正
常
値
は
陰
性
　
（
こ
　
で

す
が
、
食
後
や
激
し
い
運
動
後
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
一
時
的
に
陽
性
（
＋
）
　
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
気
に
よ
る

も
の
か
一
時
的
な
も
の
か
き
ち
ん
と
検

査
を
し
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

臼
指
導

「
ほ
う
っ
て
お
く
と
発
病
し
ま
す
よ
」

と
い
う
警
戒
信
号
で
す
。
こ
の
判
定
は

今
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
師
の
指
示

の
も
と
、
検
査
結
果
に
基
づ
い
た
日
常

生
活
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

成
人
病
は
習
慣
病
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
切
な
生
活
管
理
に
よ
っ
て
、
成

人
病
の
予
防
、
進
行
防
止
に
つ
と
め
て

く
だ
さ
い
。医
療

健
診
の
結
果
、
総
合
判
定
を
次
の
3
つ

で
行
い
ま
す
。

日
常
な
し

検
査
の
結
果
、
検
査
を
し
た
時
点
で

は
特
に
異
常
が
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
し
、
健
診
の
検
査
デ
ー
タ
は

そ
の
検
査
時
点
の
結
果
で
あ
っ
て
、
半

永
久
的
に
健
康
が
保
証
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
年
に
一
度
は
定
期
的
に
受
診
し
て

健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に
！

（

こ
れ
は
文
字
ど
お
り
、
「
健
康
診
査

の
結
果
、
病
気
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ

り
ま
す
の
で
早
急
に
医
療
が
必
要
で

す
」
と
い
う
判
定
で
す
。
し
か
し
、
病

気
と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ひ
と
り
で
心
配
し
な
い
で
か
か
り

つ
け
の
医
師
を
決
め
て
、
一
日
も
早
く

診
察
、
治
療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
食
事

や
連
動
な
ど
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て
も
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
指
示

の
も
と
に
治
療
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。



駅前自転車置場の

自転車・バイクを

処分します

■都市計画係■

水巻駅前と東水巻駅前の自転車

置場に長期間放置されている自転

車とバイクを処分します。

●期　間　5月13日♭19日
●放置されている自転車とバイ

クには『整理札』をつけ、2週

間後に処分します。
●問い合わせ　役場都市計画係

℡201－4321

捨
て
ら
れ
た
の
か
、
忘
れ
ら
れ
た
の
か
。
放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

コスモスの種

さしあげます
咲かせてください可の花

鵜体育係■

昨年の秋、遠賀川河川敷公園で

咲いたコスモス2種を差し上げま

す。

種は、社会教育課体育係（総合

運動公園管理棟）に、100人分用意

しています。皆さんの手で、町を

「花いっぱい」にしてみませんか。

●問い合わせ　社会教育課体育係

含201－4000

あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。
－
　
花
の
咲
き
乱
れ
る
町
を

世界的な演奏者による

華麗なる

チェロとピアノの

夕べ

■中央公民館■

世界一流の演奏を聴くことができ

るめったにないチャンスです。ご

家族やお友達とどうぞ。

●と　き　6月2日（水）午後7

時開演（開場は午後6時30分）

●ところ　中央公民館大ホール

●入場整理券　500円（5月10日

から中央公民館で発行します）

●問い合わせ　中央公民館

雷201局0401番

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
魅
惑
の
世
界
に
ひ
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ｎ用＝即日旧‖矧田

自己負担の厨が
5月1日から
変わりました。

医療費の自己負担の額が一定限度を超えたとき、その超え

た額の払い戻しが受けられます。これをｒ高額療養費の制

度」といいます。

′自己負担金が1か月

63，000円を超えた場合

同じ人が、同じ月内に、同じ医

療機関で63，000円（住民税非課税

世帯は35，400円）を超える自己負

担額を支払った場合、その超えた

額があとから払い戻されます。

′高額な治療を長期
に受ける場合

高額な治療を長い間続け

る必要がある病気（血友病

や人工透析の必要な慢性腎

不全）の場合、自己負担額

は1か月10，000円までで、

それを超える額は国保が負

担します。（国保の認定す

る「特定疾病療養受領証」

が必要）

′一世帯内で合算できる場合

一つの世帯で同じ月内に30，000

円（住民税非課税世帯は21，000円）

以上の自己負担が2回以上あった

場合は、どの分を合算して63，000

円（住民税非課税世帯は35，400円）

を超えた額があとから払い戻され

ます。

′一年間で4回以上高額療
養費を受けた場合

一つの世帯で、過去12か月以内

に高額療養費の払い戻しが4回以

上あった場合、4回自以降からは

37，200円（住民税非課税世帯は

24，600円）を超えた額があとで払

い戻されます。
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が

は

じ

ま

り

ま

す

健
康
対
策
係

官問い合わせは

水巻町役場……20ト4321

中央公民館……201－0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……20ト3936

えぶ　り　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……20213700

文化祭
美術工芸展（5／28ト6／3）

′アートフラワー　′切り絵

′ちぎり絵′中国水墨画

さつき展（5／28ト5／31）

●
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し

小
中
学
生
は
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

小
学
校
は
一
・
二
・
五
年
生
、
中
学

生
は
二
年
生
が
対
象
で
す
。

●

期

　

間

　

5

月

1

5

日

～

6

月

3

0

日

●
接
種
場
所
　
町
内
の
各
医
院
　
（
田
中

眼
科
、
伊
藤
皮
ふ
泌
尿
科
、
森
医
院

を
除
く
）
　
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

▽
初
め
て
の
人
＝
一
週
間
か
ら
二
週
間

の
間
隔
で
二
回
接
種
し
、
来
年
も
う

一
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
（
基
礎

免
疫
）

▽
追
加
接
種
＝
基
礎
免
疫
が
で
き
て
い

る
人
は
、
三
年
毎
に
一
回
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
料
　
金
一
回
に
つ
き
千
百
円
。
た

だ
し
、
中
学
生
以
下
の
子
供
や
、
生

活
保
護
世
帯
、
均
等
割
世
帯
、
非
課

税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票
　
有
料
の
人
は
各
医
院
の
窓

口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
無
料
の
人

は
役
場
健
康
対
策
係
の
窓
口
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
熱
の
あ
る
人
　
▽
心
臓
、
腎
臓
、

肝
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

▽
病
後
で
体
が
弱
っ
て
い
る
人
　
▽

風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
、
一
か
月
以
上
た
っ
て

い
な
い
人
　
▽
ケ
イ
レ
ン
　
（
引
き
つ

け
）
　
を
起
こ
し
て
一
年
以
上
た
っ
て

い
な
い
人
　
▽
現
在
妊
娠
し
て
い
る

な
ど
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の

お
医
者
さ
ん
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
採
用
定
員

●
受
験
資
格

消
防
士
2
人
　
（
男
子
）

▽
昭
和
4
3
年
1
0
月
2
日

か
ら
昭
和
5
0
年
1
0
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
　
▽
高
等
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
の
あ
る
人
　
（
そ
の
ほ
か

に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
）

●
受
付
期
間
　
5
月
3
1
日
～
6
月
1
1
日

（
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
に
用
意
し

（

て
い
ま
す
。

●
一
次
試
験
　
7
月
4
日
　
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

（
遠
賀
町
広
渡
）
　
含
2
9
3
局
1
2

3

1

番

県
で
は
、
調
理
師
の
受
験
願
書
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日
　
7
月
2
9
日
　
（
木
）

●
試
験
会
場

▽
北
九
州
会
場
　
北
九
州
大
学
（
小

倉
南
区
北
方
四
丁
目
2
－
1
）

▽
福
岡
会
場
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

（
福
岡
市
南
区
大
桶
三
丁
目
2
8
－
1
）

●
願
書
受
付
　
5
月
3
1
日
か
ら
6
月
4

日
ま
で
遠
賀
保
健
所
　
（
℡
2
0
1
局

4
1
6
1
番
）
　
で
受
け
付
け
ま
す
。

印
鑑
筆
録
の
交
換
は

も
う
お
済
み
で
す
が

住
　
民
　
係

平
成
3
年
9
月
か
ら
紙
　
（
桃
色
ま
た

は
水
色
）
　
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
　
（
印

鑑
手
帳
）
　
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー

ド
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
役
場

住
民
係
で
は
交
換
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
、
早
め
に
交
換
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
紙
の
印
鑑
登
録

済
証
明
書
　
（
印
鑑
手
帳
）
、
認
め
印

※
紙
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
を
な
く
し

た
人
は
、
廃
印
届
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
係

を
目
的
と
し
た
　
「
み
ず
ま
き
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
5
月
3
0
日
　
（
日
）
　
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
・
正
面
広
場

●
内
　
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
不
用
品
の
即
売
（
出
店
の
申

し
込
み
は
、
5
月
2
6
日
ま
で
）

資
源
ゴ
ミ
回
収
コ
ー
ナ
ー
▽
ア
ル
ミ

缶
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
廃
油
の
回
収

●
問
い
合
わ
せ
　
リ
サ
イ
ク
ル
麦
の
会

小

池

含

6

4

5

局

3

3

8

8

番

ま

た

は

藤

田

含

2

0

2

局

3

7

0

0

番

へ

住
民
の
皆
さ
ん
と
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

を
減
ら
し
、
資
源
の
回
収
を
行
う
こ
と

ｒ
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水
巻
町
の
行
政
相
談
員
に
、
豊
沢
停

三
さ
ん
　
（
下
二
）
　
が
四
月
一
日
付
け
で

総
務
長
官
か
ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
年
金
・
健
康
保

険
・
農
地
・
道
路
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行

政
面
で
の
苦
情
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
健
康
増
進
と
町

民
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
公
民
館
対
抗

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
の
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
6
月
1
3
日
　
（
日
）
午
前
9

時
3
0
分
試
合
開
始

●
と
こ
ろ
　
町
民
体
育
館

へ
′

●
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上
の
男
女
・

一
地
区
2
チ
ー
ム
以
上
の
参
加
可
能

●
競
技
内
容
　
1
チ
ー
ム
1
人
で
男
子

・
女
子
の
部
に
分
か
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　
6
月
4
日
　
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教

育
課
体
育
係
　
（
総
合
運
動
公
園
管
理

棟

内

）

　

含

2

0

1

局

4

0

0

0

番

▽
結
婚
、
離
婚
、
男
女
間
題
な
ど
で
、

悩
ん
で
い
る

▽
夫
の
暴
力
、
家
庭
不
和
、
生
活
の
い

き
づ
ま
り
で
困
っ
て
い
る

▽
そ
の
ほ
か
人
に
言
え
な
い
悩
み
な
ど

が
あ
る

こ
の
よ
う
な
女
性
の
相
談
に
応
じ
、

問
題
解
決
に
協
力
す
る
の
が
　
『
婦
人
相

談
員
』
　
で
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
相
談
先
　
婦
人
相
談
員
▽
遠
賀
福
祉

事
務
所
内
　
（
八
幡
西
区
別
松
・
県
総

合

庁

舎

）

　

含

6

0

1

局

2

1

2

1

番

鎌
倉
時
代
か
ら
四
百
年
に
わ
た
り
栄

え
た
京
都
郡
犀
川
町
・
築
城
町
に
あ
る

豊
前
宇
都
宮
氏
の
旧
跡
を
訪
ね
ま
す
。

●
と
　
き
　
5
月
1
6
日
　
（
日
）
午
前
9

時
に
中
央
公
民
館
集
合

●
定
　
員
　
1
0
人

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
お
弁
当

●
申
し
込
み
　
中
央
公
民
館
へ

5
月
1
3
日
か
ら
2
2
日
ま
で
春
の
防
犯

運
動
が
県
下
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
暴
力
追
放
と

乗
り
物
盗
・
侵
入
盗
な
ど
の
盗
犯
防
止

で
す
。
●
乗
り
物
盗
の
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

へ
、

バ
イ
ク
に
は
防
犯
登
録
、
自
転
車
に

は
防
犯
登
録
と
車
体
に
住
所
、
氏
名

の
記
入
を
。

●
侵
入
益
の
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ギ
は
新
聞
受
け
や
植
木
ば
ち
な
ど

の
下
に
入
れ
な
い
で
、
必
ず
身
に
つ

け
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
暴
力
追
放

暴
力
団
は
皆
さ
ん
の
目
と
耳
を
恐
れ

て
い
ま
す
。
暴
力
団
に
関
し
て
見
た

こ
と
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど

ん
な
情
報
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
　
暴
力
追
放
福
岡
県
民
会

議

含

　

（

0

9

2

）

　

6

5

1

局

8

9

3

8
番
ま
で

社
会
の
風
紀
環
境
を

浄
化
し
ま
し
ょ
う

福
　
岡
　
県

「
売
春
防
止
法
制
定
の
日
」
を
記
念

し
て
5
月
1
7
日
か
ら
3
0
日
ま
で
、
売
春

防
止
と
性
病
予
防
対
策
の
推
進
を
図
る

た
め
Ｔ
風
紀
環
境
を
浄
化
す
る
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

社
会
悪
で
あ
る
売
春
を
な
く
し
、
健

全
な
社
会
を
を
つ
く
る
た
め
、
風
紀
環

境
の
浄
化
に
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

愛

の

お

く

り

も

の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
二
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
ユ
リ
子
様

香
典
返
し
と
し
て

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
伊
藤
　
工
　
様

伊
藤
つ
る
ゑ
様

●
二
団
地
　
　
故
・
兼
田
ミ
ト
シ
様

行
正
　
政
実
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
福
岡
　
繁
夫
様

福
岡
ト
ミ
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
森
本
ス
ミ
ヱ
様

森
本
　
準
二
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
重
任
　
泉
　
様

垂
住
ツ
ヤ
子
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
水
城
　
始
　
様

水
城
智
須
子
株

Ｊレの
－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－プ

磯触鈍鏡培監触　禦ご

監視畠努慧腰恕忠恕蜘紐　　　伽Ｊ

草葉レ春雪
●募集人員　小学校プール　6人

町民プール16人

●期　　間　小学校プール／7月

22日～8月13日（土・日曜日は

除きます）♭呵民プール／7月

1日～8月31日

●応募条件（訓8歳から55歳くら

いまでの人

②人口呼吸講習を受講できる人

●手　　当　一日につき5，700円

●申し込み　6月10日までに教育

委員会体育係へ℡201局4000番

※申し込み多数の場合は選考し

ます

町民体育競技大会
申し込みは体育係へ

●5月30日（日）9時～

■ハトミントン（町民体育館）

・申し込みは当日の会場

■テニス（総合運動公園テニスコート）

・申し込みは5月24日まで

●6月6日（日）9時～

■バレーボール（猪熊小体育館）

・申し込みは5月31日まで

■剣　道（武道館）
・申し込みは当日の会場

■卓　球（町民体育館）

・申し込みは当日の会場
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立
屋
敷
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
前
期
の

土
器
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代

晩
期
の
夜
目
式
土
器
は
、
縄
文
人
の
推

移
を
物
語
る
と
い
わ
れ
、
大
陸
か
ら
移

動
し
た
民
族
で
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
方

の
農
耕
文
化
の
起
源
が
、
博
多
平
野
と

と
も
に
日
本
で
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ

送
る
よ
う
に

集
団
生
活
の
中
か
ら
は
、
規
律
と
統

率
者
が
生
ま
れ
、
他
か
ら
の
脅
威
に
対

し
て
防
衛
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
統
率
者
は
、
村
長
（
む
ら
お
さ
）

と
し
て
集
団
を
指
揮
し
、
小
国
家
を
つ

前方後円墳であった二の浮島。現在は河川の改修で遠
賀川の中央付近に離れてしまいました。

く
り
ま
し
た
。
北
九
州

に
は
、
こ
の
よ
う
な
小

国
家
が
百
余
り
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

遠
賀
川
式
土
器
の
形

式
を
持
つ
文
化
は
、
紀

元
前
三
百
年
ご
ろ
に

入
っ
て
来
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
文
化

は
か
な
り
の
速
度
で
東

に
波
及
し
、
紀
元
前
百

年
ご
ろ
に
は
、
静
岡
県

あ
た
り
ま
で
達
し
て
い

ま
し
た
。

人
々
の
生
活
が
農
耕

こ
の
よ
う
に
し
て
、
勢
力
を
持
っ
た

豪
族
の
誕
生
が
、
大
陸
と
の
交
流
を
盛

ん
に
し
、
優
れ
た
大
陸
文
化
流
入
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響

は
、
鉄
器
に
よ
る
農
具
製
作
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
農
耕
技
術
を
も
発
展
さ

せ
ま
し
た
。

訂
酎
針
げ
」

弥
生
時
代
後
期
に
入
る
と
、
近
畿
に

大
き
な
勢
力
を
持
つ
豪
族
が
現
れ
、
紀

元
三
百
年
ご
ろ
か
ら
大
陸
の
影
響
と
見

ら
れ
る
壮
大
な
古
墳
が
造
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

九
州
に
古
墳
が
現
れ
始
め
た
の
は
、

紀
元
四
百
年
ご
ろ
か
ら
で
、
遠
賀
川
上

流
の
嘉
穂
郡
の
忠
隈
に
は
、
か
な
り
大

き
な
前
方
後
円
墳
が
あ
り
ま
す
。
芦
屋

町
の
山
鹿
や
岩
屋
に
も
箱
式
石
棺
が
発

二の浮島の古墳から出土
た珍しい四環鈴。

す
。
水
巻
町
で
は
、
二

の
古
墳
が
、
前
方
後
円
墳
と
し

て
注
目
さ
れ
、
副
葬
品
と
し
て
青
銅
唐

団
扇
　
（
所
在
不
明
）
　
や
四
環
鈴
（
八
所

神
社
所
蔵
）
　
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
立
屋
敷
に
も
古
墳
が
あ
っ
た

こ
と
が
遠
賀
郡
誌
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
横
穴
式
石
室
古
墳
は
、
大

陸
の
墳
墓
を
模
倣
し
て
、
紀
元
五
百
年

ご
ろ
か
ら
全
国
で
急
速
に
つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
水
巻
町
で
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、
山
腹
や
丘

陵
に
群
集
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
吉

田
の
片
山
や
岩
ノ
ロ
、
頃
末
の
向
野
に

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
『
尻
に
火
が
つ
く
㌔
毎
月
、

締
切
り
近
く
に
な
る
と
こ
の
状

態
に
な
っ
て
あ
わ
で
て
い
ま
す
。

す
る
と
今
度
は
藁
事
場
の
馬

鹿
力
』
に
期
待
。
性
格
的
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
、
時
空
し

ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
ま

す
。
よ
し
、
来
月
号
は
計
画
的

に
」
と
、
思
っ
て
い
ま
す
が
人

の
性
格
は
簡
単
に
変
わ
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
ね
了
も
の

▽
そ
し
て
結
構
曲
者
な
の
が
こ

の
編
集
後
記
。
い
つ
も
最
終
日

に
印
刷
所
で
書
い
て
い
ま
す
。

何
度
も
催
催
さ
れ
な
が
ら
書
い

て
い
る
の
で
、
意
味
不
明
に
な
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こ
と
も
し
ば
し
ば
。
今
に
も

元
さ
ー
ん
、
後
記
ま
だ
ー
」

い
う
印
融
所
の
人
の
声
が
閲

こ
え
で
き
音
つ
で
す
。
義
元
）

●

細
4
月
1
日
に
役
場
の
職
責
と

な
り
て
、
早
い
も
の
で
一
か
月

過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
私

担
当
し
た
ヰ
月
2
5
且
号
を
読

酎
針
副

Ｌ紀
元
七
百
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
横
穴

式
古
墳
が
利
用
さ
れ
始
め
、
石
室
に
代

わ
っ
て
凝
灰
岩
や
砂
岩
質
の
丘
陵
斜
面

を
く
り
抜
い
た
墓
室
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
水
巻
町
で
は
、
吉
田
の
松
ケ
谷
を

は
じ
め
、
頃
末
や
机
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

ん
で
頂
き
ま
し
た
か
。
初
め
て

の
編
集
で
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
特
に
難
し
か
っ

た
の
は
、
紙
面
に
合
わ
せ
て
文

字
を
う
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
先
輩
の
大
き
な
手
助

け
で
何
と
か
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
月
で
新
人
職

員
の
研
修
も
無
事
に
終
わ
り
、

本
格
的
に
広
報
づ
く
り
に
専
念

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
読
ん

で
得
す
る
広
報
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
∵
十
二
言
等
担

醗
…
ま
す
昏

臼
歯
智
疇
縄
付

ぐ

（

葡
擁
・
灘
識
＼
栄
膿
辱
超
農
龍
潅
爛
熟
淋
諭
・
棚
害
一
戯
遡
源
単
輝
寧
号
哩
弾
辻
型
拘
竺
三
三
百
云
更
虫
一
）
畠
和
一

ｍ
口
重
＼
禁
堪
坤
洋
、
石
上
！
℃


